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       平成 2７年度第 8回大学院法務研究科（法科大学院）教授会議事録要旨 

 

日  時： 平成 2７年 11月 11日（水） 14時 30分 ～ 16時 35分 

場  所： 大東文化大学大学院法務研究科（法科大学院）３階 S303教室 

構成員数： 14名（定足数 7名） 

出 席 者： 13名 

  

          議  長： 南隅 基秀（法務研究科長） 

 

議  案： 

議案 1.平成 28 年度予算編成・事業計画に関する件 

議長の指名により、事務室長より、総務委員会で検討された平成 28 年度予算編成（案）並びに事

業計画兼業務確認シート（案）について説明があり、審議の結果、これが承認となった。 

議案 2.平成 28 年度学科目編成に関する件 

 議長の指名により、教務委員会委員長より、教務委員会で審議された平成 28 年度学科目編成につ

いて説明があり、教授会はこれを承認した。 

議案 3. 大東文化大学学長解任請求手続規程の制定（案）について 

 議長より、学長解任請求手続規程の制定（案）について説明があった。本件について種々意見があ

り、継続審議とし、学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 

議案 4. 大東文化大学学長選挙選挙管理委員会内規の改正(案)について 

 議長より、学長選挙選挙管理委員会内規の改正（案）について説明があった。本件について種々意

見があり、継続審議とし、学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 

議案 5. 大東文化大学学長選考規程の改正(案)について 

 議長より、学長選考規程の改正（案）について説明があった。本件について種々意見があり、継続

審議とし、学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 

議案 6. 大東文化大学学則（第 11 条の 25 等/（大学評議会）審議及び議決事項等）の改正（案）に

ついて 

 議長より、学則改正（案）について説明があった。本件について種々意見があり、継続審議とし、

学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 

議案 7. 大東文化大学全学教務委員会規程の制定（案）について 

 議長より、全学教務委員会規程の制定（案）について説明があった。本件について種々意見があり、

継続審議とし、学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 

議案 8. 大東文化大学全学人事委員会規程の制定（案）について 

 議長より、全学人事委員会規程の制定（案）について説明があった。本件について種々意見があり、

継続審議とし、学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 

議案 9. ①大東文化大学全学プロジェクト予算（学長予算）の取扱いに関する規程 

②大東文化大学全学予算編成会議規程 

     ③大東文化大学全学プロジェクト予算委員会規程について    

 議長より、全学プロジェクト予算について説明があった。本件について種々意見があり、継続審議

とし、学長宛てに法務研究科の意見として提出することとなった。 
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報告承認事項： 

１．平成 28 年度専任教員・非常勤教員の兼担について 

 議長より、政治学科から兼担依頼がある旨説明があり、教授会はこれを承認した。 

２．専任教員の兼職について 

 議長より、専任教員の兼職について説明があり、教授会はこれを承認した。 

 

報告事項： 

1．2016（平成 28）年度大東文化大学学年暦について 

 議長より、平成 28 年度大学学年暦について、報告があった。 

２．平成 27年度大東文化大学学位記授与式について 

 議長より、平成２７年度大学学位記授与式実施計画について報告があった。 

３．平成 27年度「第 1回 FD研究会」について  

 議長より、平成 27 年 11 月 23 日実施される、平成 27 年度「第 1回 FD研究会」について報告があ

った。 

４．司法試験委員会への定期試験問題の提供について 

 議長より、司法試験委員会より各法科大学院宛てに、平成 26・27 年度に実施された、司法試験科

目・分野に対応する定期試験問題の提出依頼がある旨の報告及び、この件につき提供することの報告

があった。 

５．学園情報化推進委員会報告について 

 議長の指名により、学園情報化推進委員より、法務研究科の教室用パソコンについて、3 月に入れ

替えが行われる旨報告があった。 

 

予定された議案の審議及び報告がすべて終了したので、議長は 16 時 35 分閉会を宣した。 

 

                                         以 上 

 

 

 

 

 


